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イソディアンについてはurに 相反する見方がある。第1は 知恵も技術 もな
い哀れな野蛮人 という見方であ り,第2は 白人 よりも正義感の強い自然人 とい
う見方である。アメリカ人の大部分は前者の見方を取 り,インディアンを森や
海岸を跳び回って大地を汚す野蛮人だと考%..ていた。後者の見方を取るソーロ
ウのような少数者はインディアンの自然観 芸術観,宗 教観 生活態度に関心
をもっていた。ほとん どすべてのインディアン研究者は白人優位 とい う先入観
をもち,白人宣教師は宗教を教えてやるとい う軽蔑的態度を抱いていた。いわ
ゆる博愛主義者は野蛮人を文明化 してや りたいと自惚れていた。こうい う連中
とは反対に自分をイソディアン化 しようとす る少数の芸術家 もあ ったことは想




に見 られるように,野 性に憧れてインディアンの実態を知るために,そ の伝説
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や遺跡を探求 した らしい。兄 ジ ョソは文明的村落 生活にや っと同調で きる程度
の変 り者であ った。 この兄 よ りもソ厂 ロウは 弟ンデ ィ7ソ のよ うに森に憧れ・
村落生活か らは逃避 したい とい うほや 変人で毒 った・嫺 とは人工が与 える
悪影響だ とソーロウは考え;`自然 のな うカミ入土 ま一げも高度 の教育を与え ると判
断 した。人土は個人の周囲を壁 で囲むか ら天空を見 ることもで きず 雨 風に も
無縁 になるとソーロウは考:axた。 インデ ィアソはす ぐれた視 力を もつか ら遠い
未来 を見 ることがで きるとソー ロウは言 った。 自然生活は文 明生活 よ りもす ぐ






















































ソ ー ロ ウ は イ ン デ ィ ア ン を 狩 猟 人 で 耕 作 法 を 知 ら な い 者 だ と考 え て い た6た
と え ば,チ.エ ロ キ ー族(Cherokees)が堅 実 な 農 民 で あ っ た な ら救 わ れ た で あ
ろ う と 誤 解 し た 。 チ ェ ロ キ ー 族 大 移 動 を ヴ ァ ソ ・ ビ ュ ー レ ン(VanBurent)大
統 領 が 命 令 した 時,エ マ ス ン は 抗 議 文 を 送 っ た(1838.4.)が,ソ ー ロ ウ は 何
も し な か っ.た。 ソ ー ロ ウ の 社 会 的 影 響 力 が 小 さ か っ た か らで も あ っ た が,チ ェ
ロ キ ㌣族 は 専 業 狩 猟 者 だ か ら彼 等 に 対 す る 土 地 論 争 は 無 意 味 だ と ソ ー ロ ウ が 考
え た か ら で あ っ た 。 ソ ー ロ ウ は 狩 猟 人 イ ン デ ィ ア ン の 前 途 に は 栄 光 あ る絶 滅 が
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あるのみだ という幻想に捕われていた。 しか し,実際にはイソディアソは狩猟
兼農耕民であった。誤解したソーロウがイソディアソを賛美 したのは,彼 等の





生まれ変った。専門のイ ソデ ィア ソ研究者の意見さえもかなりあいまいであ




































る。インディアンのほ うも白人は信用できない不正人だ とい う印象を抱 くよう
になった。
18世紀か ら19世紀にかけて,ア メリカ西部は狩猟か ら農耕への転換期で,農…
耕は狩猟の40倍もの利益をあげていた。インディアンはこれほど有利な農耕生
活専従をも拒否 した。多 くの白人はインディアンの純真さを認め,文化の喪失
を哀れんだ。 しかし,一部の白人は彼等の幼稚さ,反抗心,残 忍さを非難 し,
滅びゆ く野蛮人に対する文明人の歓声をあげた。




馬車,水 車なども所有 していた らしい。チェロキー族は学校や教会さえも所有
していたと言われる。植民地時代初期の北アメリカ東部では多くのインディア




らの話 はイ ンディアンが単純 に白人文 明を礼賛 して,伝 道師 などの 口車に乗せ
られた結果 に違 いない。金 もうけ話 とウィスキ ーが彼等 の自尊心を奪 った。多
くの善 良な白人 はインデ ィア ン相手 の悪徳 白人の不当利益 を見 て 見 ぬ ふ りを
し,犠 牲者を哀れむ様子を して見せた。 いつの世で も弱者を救 うとい うこ とは
あ り得 ない。生 き残 るためには強者 にな らなければな らない。勿論,ウ ィスキ
ーに酔わ ないで自分の土地 を固守 して文 明社会 とは交渉 しないインディアンも
いた。東部 のイ ンディアンが ミシシッピ河 以西に移動 したのは名誉を重 ん じる
イ ソデ ィア ンの白人に対す る好意 に よる ものであ った と言われ る。
イ ンデ ィア ンを敵視 して も哀 れんで も,と にか く彼等に関心を抱 く者 を野性
主…義者(savagist)と一般 に呼んでい る。野性主義者 のアーヴィング(Wash-
ingtonIrving)は馬上 のインディアンを放浪の騎士 に譬}x,クーパ ー(James
FenimoreCooper)は高貴 な野 蛮人を巨人 に祭 り上げた。 しか し,ア ー ヴィ
ングは イ ンデ ィア ン社会 の多様性 を知 らず,ク ーパ ーは 自分 を二重写 しに し
て作 品を書 いた。 孤独,善 良で 思慮 深いが 滅びゆ く インデ ィア ンはア ンカス
(Uncas)やチナソクグック(Chinanchgook)であ り,迷 信的 で残忍 なイ ン
デ ィア ンはモ ヒカン族(Mohicans)だと単純 に興味本位で クーパーは書 いた。
晩年 の クーパ ーは貴族主義者にな ってイ ンデ ィア ンを嫌悪 した。 ウェブス ター
はイ ンデ ィア ンの野性が文明人の悪徳 に よって堕落す る以前には 他 人 を 厚 遇
し,友 人には信頼 と忠実 と感 謝の念 を持 っていたが,敵 には残 忍で復讐 心に燃
%..たと説 明 していた。19世紀には多 くの作家がイ ンディアソについてさ まざま
なイ メー ジを描いた。 ソーロウは社会 改革者的な一面を持 っているが,本 質的
には 自然 のなかに神 を見 ようとし,野 性に魅惑 され てインデ ィア ンを追 求 した
人であ った。 しか し,体 力不足 と経済問題 か ら実地踏査 も思 うにまかせずに書
物や世間話に頼 らざるを得なか った。 そのために彼 のインデ ィア ン論 は体験的
ではな く信用 し難 い。 もっとも,彼 は各引用文 には類似点が多す ぎる こ とに 自
分で も気づいていた。た と%..ば,インデ ィアン滅亡に関 しては,流 行病 が原因
だ とい う引用 が多い。 「我kが イソデ ィアンの町を出発 して,2,3日 たつ と
彼等が急 に死には じめた。狭い場所 で多 くの人が死んだ。20人ほ ど死 んだ町 も
あれば,40人ほ ど死んだ町 も,60人ほ ど死んだ町 もあ り,あ る時にはユ20人も
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死んだ。町の人口か ら言えば非常に多 くの死者であった。奇病 らしく,原因も
治療法も不明であった。……白人との交際がイソディアンを一掃する奇病をひ
くか
き起 したかの よ うであった」 とい うハ リオ ッ トの説を ソー ロウは 引 用 して い
る。 また,こ れ とは別に,イ ギ リスか らの移民 の2,3年 以前に マサチz一 セ
ッツのインディアソが病気 で一掃 された とい う記事を ソー尸ウは読んでいる。
一隻の フランス船 が一7サチ ューセ ッツ湾 に入港 し,イ ンデ ィアンがその船 を襲
撃 した後の話である。 「やがて,r神 の御手が彼等の上に重 くの しかか った。
死の一撃であ った。 イ ソディアンは 各 自 の家 で 横たわ って折 り重な って死 ん
だ。動け る者は逃げ,死 にかけた者は放置 され,死 者 は埋葬 の間 もな く地面 に
寝か された』 とい うことである。一人だけが生 き残 った とい うこ ともあ った。
……死神は ピル グ リム ・ファーザ ーズ上陸の時にも生 きていた とい うことであ
る。ペス トらしか った。 この話 はノース ・カロライナのインデ ィア ンに関する
ハ リオ ッ トの話に似てい る。 また,ヒ ューロン族 に関す るイエズス会修道士 の
くヨラ
話 にも似て いる」 とモー トンが書いて いるとソーロウは言 う。 ソー ロウはイエ
ズス会修道士 の記事か らも引用 している。 「今,広 まっている病気 はほ うそ う
である。 『ある理 由か らイ ンデ ィア ンはここに我kが 到着 して以来,我kの 近
くにいた イ ンデ ィア ソはほ とん ど病 気で死 んだ とい うことに気づ いた。それか
ら,我kを 受け入れた町全体 が全滅 しかか ってい るとい うことに気づ いた』の
で フランス人 を抹殺 して しまお うと決心 した」 とい うところは その 引 用 で あ
る。(Relation,1639-40)。しか し,病 気だけではな く,白 人の戦 闘技術や協
定破棄 な どもイ ンデ ィアン滅亡の原因だ とソーロウは考えていた。
「彼等 の滅亡は不節制,暴 飲,麻 薬,戦 闘,自 由性交,内 部抗争 な どに よる
くの
こともあ った」 と牧師 ロスキルか らもソー ロウは引用 してい る。 これ らの文明
病に よって インデ ィア ンは野性を失 った。 また,病 気の媒体 として毛皮取引 も
一役買 っていた。 ソー ロウはその ことについてもマ ッケンジーか ら引用 してい
る。 「この取引に必要 な商品は各種 の粗い毛織布,大 小の機 械製の 目の細かい
毛布,武 器,煙 草,リ ンネル,粗 織の敷布,糸,綱,麻 紐,金 物,ナ イ フ,鉄
器,真 鋳や銅製のやかん,薄 い鉄板,絹 や木綿 のハンカチ,帽 子,靴,靴 下,
キャラ コ,プ リン ト木綿布 な どであ る。私が話 している年の毛皮の年産(18世
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ある。・・・…町はそ こに住む有徳人に よってではな ぐ,・周 囲の森や沼に よっで救
われ るのだ」("Walking")とい うよ うな ことを ソー ロウは書いた。 ソ乙 ロウ
はイシデ ィアンと沼地 を結 び,こ の商者が野性を もつ少数 の生 き残 りめ も の
で,こ の両者が ソーロウを復活 させた と考 えられる。
   I had a thought in a dream last night which surprised me by its 
strangeness, as if it were based on an experience in a previous state of 
existence, and could not be entertained by my waking self. Both the thought 
and the language were equally novel to me, but I at once perceived it to be 
true and to coincide with my experience in this state. 
   3 P. M. — To Cliffs and Walden. 
   You must go forth early to see the snow on the twigs. The twigs 
and leaves are all bare now, and the snow half melted on the ground; 
where the trees are thick it has not reached the ground at all, except in the 
shape of water in the course of the day. But early this morning the woods 
presented a very different scene. The beauty and purity of  new-fallen snow, 
lying just as it fell, on the twigs and leaves all the country over, afforded 
endless delight to the walker. It was a delicate and fairylike scene. But 
a few hours later the woods were comparatively lumpish and dirty. So, too, 
you must go forth very early to see a hoar frost, which is rare here; these 
crisped curls adorn only the forehead of the day. The air is full of low, 
heavy mist, almost rain. The pines, in this atmosphere and contrasted with 
the snow, are suddenly many degrees darker, and the oaks redder. But still 
the tops of the dead grass rise above the snow in the fields, and give the 
country a yellow or russet look. The wetter meadows are quite russet. 
I am surprised to see Fair Haven entirely skimmed over. 
   Having descended the Cliff, I go along to the Andromeda Ponds. 
Sportsmen have already been out with their dogs, improving this first snow to 
track their game. The andromeda looks somewhat redder than before, a 
warm reddish brown, with an edging of yellowish sedge or coarse grass 
about the swamp, and red rustling shrub oak hills with a white ground 
rising around. These swamps, resorted to by the muskrat and ducks, most 
remind me of the Indian. 








しか し,こ の 治 療 法 は 白 人 患 者 専 用 とい う欠 点 が あ る。 白 人 は 文 明 病 治 療 に
病 気 と ウ ィ ス キ ー と貪 欲 と 武 器 を 土 産 に イ ン デ ィ ア ン を 訪 問 した 。 こ れ らは イ
ン デ ィ ア ン に と っ て は 死 神 で あ っ た 。 ・ま た,毛 皮 取 引 は 彼 等 の 狩 猟 技 術 と工
場 製 品 欲 求 心 と を 利 用 し て イ ン デ ィ ア ン の 友 人 で あ る 動 物 を 絶 滅 へ と追 い や っ
た 。 意 外 な こ とは,白 人 と キ リス ト教 に 対 し て 勇 敢 に 戦 っ た イ ソ デ ィ ア ンが 最
も文 明 病 に 感 染 し や す か っ噛た と い う こ と で あ る 。 白 人 と は 違 っ て,文 明 病 進 行
に イ γ デ ィ ア ン は 耐 え られ な か っ た の で,ソ ー ロ ウ は イ ン デ ィ ア ソ の 絶 滅 と い










㍉ ソ ー ロ ウは 人 間 は 運 命 に よ っ て 苦 難 と 戦 うか,神 秘 の 力 に 励 ま さ れ て 戦 い 抜
くか の い つ れ か だ と考 え た 。 キ リ ス ト教 や 教 育 に よ っ て も必 然 的 に 終 末 を 迎 え
ざ る を 得 な い イ ン デ ィ ア ン の よ う な 人 種 の こ と を 思 う時,人 間 に は 本 質 的 な 前
世 的 差 別 が あ る こ と を 疑 え な い と ソ ー ロ ウ は 考 え た 。 白 人 の 歴 史 は 進 歩 の 歴 史















この 日,ソ ーロウは瞑想に耽 ってい る うちに,白 人 とイ ンディアンの関係は
犬 と狐の関係だ と気づいた。犬 の吠 え声は清澄で音 楽的だが,狐 の鳴 き声はイ
ンデ ィアンの重苦 し く不明瞭な声 に似て耳障 りだ と思 った。狐 とインデ ィアン
は進歩せず に犬 と白人におびやかされてい るとソーロウは思 った。彼は運 命に
流され るイ ンデ ィアンを哀れみは したが,彼 等の欠点につ いては 同情 しなか っ
た。 しか し,宗 教や教育の強制をインディアンが拒否す ることについては非難
しなか った。 とにか く,ソ ーロウ自身が イソデ ィアンとの直接交際 によって得
た知識 は乏 しか った。彼が書いた ものは主観的,想 像的であ ったか らイソデ ィ
ァン論 としてはあま り信頼で きない。
CII)
ソーロウの インデ ィアン論については第一 召こ 『一週間』(A -Weekonthe
ConcordandMerrimackRivers,1849)があげ られ る。r一 週 間』 のなかで
ソー ロウはインデ ィアンに関 して,あ る程度 言及 している。 とくに,イ ソデ ィ・
ア ンと白人 との宗教,戦 闘,商 売,社 交な どに ソー ロウは注 目している。'しか
し,エ マスンの ように多 くの例証を収集す るとい う手堅 さがな く,身 体虚弱で
読書三昧 の ソーロウには簡単 に他人め意見に頼 る傾 向があった。 この点,ソ ー
ロウのほ うが エマス ンよ りも主観的であ り文学 的であった と言え るか も知れ な
い。偶然 であろ うが,P一 週 間』 の8章 構成はエマス ンのr自 然論 』に類似 し
てい る。 さ らに,外 形だけではな く,内 容的に も次元が次第 に高 くな るよ うに
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配列 され てい る。r一 週 間』 ではインデ ィア ンの歴史 に関す る記述 が多 いだけ
でな く,自 然 は神の顕 現だ とされてい る。 自然 を神格化 してい る宗教は多 い。
日本 でも古代 の渡来 民,そ の多 くは中国や朝鮮半 島か らのものだが,そ の もた
らした宗教思 想が単立 した り日本古来の神道類 と融合 した りして,日 本 の各宗
教 に発展 した。 それ らのなかで も,奈 良時代 以後,と くに修験道が 自然 のなか
に神を見 る代表的 な ものであろ う。イ ンデ ィア ンを指導 して きた魔術師 と道教
の仙人や修験道 の行者を比較す ることは興味深 いことである。
r一週 間』 に対す る批評は大別 して二分 され る。第一は,こ の作品は思想的
旅行記 で統一性が ない とい う批判である。ロ 一ーウ ェル(JamesRussellLowell)
には じまり,ス テ ィブンス ン(RobertLouisStevenson),キャンビー(Henry
S.Canby),クル ーチ(JosephWoodKrutch)などの批判 であ る。第二 は,
この反対 に有機的統一性を もつ 秀作だ とい う評価であ る。 マシーセ ン(F.0.
Matthiessen)には じま り,シ ャーマ ン ・ポール(ShermanPaul),マッキソ
トッシ2(JamesMclntosh)などの評価であ る。 ソーロウを科学的歴史家 と
見 るか,文 人 と見 るか の相違であ る。
22歳の ソー ロウは兄 ジ ョソと長 さ15フィー トの手作 り平底舟で コンコー ド河
の舟着場か ら出発(1839.8.31.土)した。 メ リマ ック河へ入 り,野 営 しなが ら
前進 した。9月5日 に舟をつないで徒歩前進 した。6日 には プ リマス(Plym-
outh)まで40マイルを馬車旅 行 し,そ れか ら徒歩で ソーン トン(Thornton)に
到着 した。 以後4日 間徒歩旅行を して,10日 に ワシン トン山(Mt.Washing-
ton,1919m)に登 り,馬 車で コンウェイ(Conway)まで戻 った。11日に も馬車
を利用 し,12日朝 に舟 の係留地点に着 き帰途 についた。その夜は河の中 洲で野
営 した。13日には約50マイルを漕 ぎ,そ の夜,2週 間の舟旅 を終 えて コンコー
ドへ帰着 した。旅行記を書 くつ も りはなか ったが兄の急死(1842.1.U.破傷
風)に よって 出版を決意 した。1842年か ら44年までの 日記 か ら材料を集 め,こ
れを書 くため にウ ォル デン生活をは じめ(1845.7.4),1846年に草稿 の大部
分を まとめ た。 これ に同年秋 のメイン旅行記170ペー ジを加}x,翌47年に草稿
を完成 した。翌年 「友情論」を入れ,さ らに彼 自身の投獄体験を 「日曜 日」 の
章に加 えた。そ して,1849年2月に完成原稿を校了 し,同 年5月30日 に マ ンロ
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一 社(JamesMonroe)から 出 版(1000部)し た 。 一一般 に 出 版 して み な い と分 ら
な い こ と だ が,『 一 週 間 』1・は ソ ー ロ ウ の 期 待 ・と.は違 っ て 売 れ な か っ た 。 こ れ は
旅 行 談 を45回 も 中 断 し て 随 筆 を 挿 ん で い る。 旅 行 記 は420ペ ー ジ の な ゆ9)131ペ
ー ジ に す ぎ な い 。 こ の た め に,ロ ー ウ ェ ル は 厂静 か に 河 旅 行 を 楽 し ん で い る 時
に 読 者 を 水 中 に 振 り落 とす よ うな も の だ 」 と 批 判 し た 。 こ れ は 有 名 な 話 で あ
る 。 しか し,ソ ー ロ ウ は 日記,講 演,覚% ..書き な ど か ら 適 当 に 引 用 を 続 け て
『一 週 間 』 を 随 筆 集 と して 完 成 し て い る 。 こ の 点 に ソ ー ロ ウ の 目的 が あ っ た と
思 わ れ る 。 ビ ュ ー ア ル(LawrenceBuell)は 超 絶 主i義美 学 の 基 準 で は,こ う
い う点 が 長 所 だ と言 っ た 。 ソ ーRウ は い つ も の よ う に 時 間 的 正 確 さ な どを 問 題
に せ ず に 内 容 を 重 視 した 。
ニ ュ ー ・ハ ム プ シ ャ ー 州 北 部 の ホ ワ イ ト山 脈(TheWhiteMountains)の
最 高 峰 ワ シ ン ト ン 山 登 頂 に 成 功 し,メ リマ ッ ク河 の 水 源 を 探 険 し た こ とは ソ ー
ロ ウ に と っ て は 楽 し い 真 理 の 探 求 で あ っ た 。 真 理 に 迫 ろ う と す る彼 の 精 神 は 徹
底 的 に 自然 研 究 に 憧 れ,神 の 世 界 に 没 入 す る こ とを 彼 に 迫 っ た 。 こ の 自然 と精



















この詩 の第2聯 はr般 若心経』 の呪 の文句 に類似 している ように私は思 う゜
試みに書け ば,第2聯 の大意は次 の ようになるであろ う。
私は行 く 私 は行 く 遙か遠 い岸辺へ
孤島へ 遙 かなア ゾレス島へ
そ こにある そ こにある 求 め る宝が
私の人生 のわ び しい小川の不毛 の砂地 に。
ソー ロウが ポル トガル西方の大西洋上 に浮かぶ と想像 した アゾレス島 は彼が
求めた真理 の国(極 楽)で あ る。 他方,r般 若心経』のほ うは,顕 教風 に明快
に述べてきて,密 教 の呪 の文句で締 め くくった。最後の真言を漢語訳せず にサ
ンス ク リッ トの当て読みを して三蔵法師 は終 りにした。中村元氏に よる とこの
真言は文法的 には正 しいサ ンス ク リッ トではな く俗語的用法 であ り,各 種 の訳
がで きる らしい。 この偈文を私は こ う読 んでいる。
私は悟 った 私 は悟 った
他人に も悟 らせた
悟 りと実践 に人kは 到達 した
私の悟 りの道 は成就 された
喜ば しい ことだ。
釈尊は臨終 に 厂他人に頼 るな。 法に頼れ。 他人に救いを求め るな。」 と言わ
れた よ うだ。 これ はエマスンのSelf-Relianceに通 じる ところであ り,ソ ー ロ
ウの精神的な よ り所 と一致す るよ うであ る。勿論,ソ ー ロウは個人主義 者であ
り,釈 尊は社 会を相 手にす る宗教家で あ る とい う大 きな相違が あった 。 しか
し,ソ ーロウの詩 の第2聯 は 『般若心経』 の偈文 の方 向に傾いている よ うに私
には感 じられ る。 彼岸であるア ゾレス島に到達 して真理を手にできた な らば ソ
ー ロウも覚 者た り得たであろ う。
ソーロウは インデ ィアンをアメ リカの先住民族 と見な した。 『一週 間』 の第
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1章"ConcordRiver"で1ま,ソーロウの常套手段 であるが,巻 頭詩 として他
人 の作 品をのせてい る。 ここではエマス ンの詩 を引用 している。(エ マス ンの
詩 は第7章"Thursday"にも巻頭詩 として引用 されてい る。)第1章 は コンコ
ー ド河 についての説 明であ る。 白人到着(1635)以前 の コンコー ド河 とその周
辺 に ソー ロウは注 目した。 インデ ィアンは この河 を マス ケタキ ッ ド河(Mus-
ketaquid=Grass-grownRiver)と呼んでいた。 ソー ロウは 「草生 い茂 り,河 流
るる限 り,こ れはマス ケタキ ッドである。人間が岸辺 で平和 な生活を送 る短い
間だけが コンコー ドであ る」 と言った。詩的なマス ケタキ ッ ドとい う名は永遠
性を もつ とい う意味で,イ ンデ ィア ンが条約文 に使 った 「草 生い茂 り,河 流 る
る限 り」 とい う言葉を具体化 してい るとローソウは考えた。 自然 を描 く時の ソ
ーロウの理想 の要約が この文句である。彼は河の調査 か ら書 きは じめた。
第2章 「土曜 日」(8月31日)に はインデ ィアンの歴史 と白人到来が書かれ
てい るが,こ の章 の大部分は魚に関す る調査で埋め られている。 マスケタキ ッ
ド河には多 くの種類 の魚が住んでいて,ダ ム完成以前にはイ ンデ ィアンも初期
の 白人移住者 も豊漁を楽 しんでいた。何千年か後には大 自然 が ダムを崩壊 して
魚 もインデ ィア ンもここに帰 って くるだろ うとソーロウは想像 した。
第3章 「目曜 日」の主題は イ ン デ ィ ア ン と白人 との間の宗教上の衝突であ
る。 ソーロウは両者の長所をあげている。 白人は知的常識人 で従順であ る。 愚
者で も有能 で,愚 図で も根気がある。労働者は娯楽 と運 動を軽蔑 して頑丈 な木
造家屋 を建 てる。 こ うい う白人はイ ンディアンの狩猟地 を略奪 し,河 の周辺 に
英語をば らまいて ニ ュー ・イングラン ドにして しまった とソー ロウは言 った。
他方,イ ンデ ィアンは森の神 と霊交 し,自 然 と語 ることを許 され ている。 自然
は詩 人が歌 った よりも遙かに野性的である。 もし,イ ンデ ィア ンの詩を聞 くこ
とがで きれば,彼 等が野蛮 と文明を交換 しない理由が分 かるであろ うし,イ ン
デ ィアン社会 は 自然 のなかにあ り,白 人社会はサ ロンのなかにあるとソーロウ
は考えた。野性は 力強 く町を活気づけるとソーロウは語 った。 この考え方が都
市 文学 よ りも粗野で 力強い神話や古典 に対す る彼の賞賛 の原点 であ る。 ここに
も修験道 の行者的 ソー ロウの感覚 が見 られ る。前鬼後鬼を従 える超人 「役小角」
は魔術 師を従 える酋長を思わせ る。 ソーロウが 引 用 し て い る ワナランセ ッ ト
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(Wannalancet)のピュー リタニズム改宗談はかな り信用で きる。古 いカヌー
は滅亡へ 向か うが,新 しいカ ヌーは災難に遭遇 して も永遠の安 らぎへ 向か うと
宣教師が ワナ ランセ ッ トに教 えたのであ る。 しか し,ソ ーロウは ワナラ ソセ ッ
トの 自然宗教 こそ恵み深 く,尊 大で利己的な ピュー リタンの教 えが彼等 の道 を
誤 らせたのだ とピュー リタ ンを非難 した。 ソーロウが旅行 している土地 は古戦
場で狩猟場 であ ったが,今 日では祈 薦 と信仰 の戦場 になっている と彼 は苦kし














っている。 ソーロウはイギ リス兵の死傷者のことを書いてか らインディアンの
負傷者が2週 間も荒野で生きるためにはどうしたかとい うことを書き加えた。
話と実際の戦闘との相違点を重視したかったのであり,さらに,白人側の記録




い。河が干上 り,松が枯れ ようとしているならば,私 は注意 して耳を傾け よ




れに とどま らず,古 代叙事詩 の英雄 とインデ ィア ンを 結びつけ さ>xも した。
厂移民はイ ンデ ィアソに対 してではな く,森 の影 と戦 っていた のではあ るまい
か。原始林 のなか の水蒸気,熱 気,寒 気 と戦 っていた のではあるまいか」 とソ
ーロウは書 いた。 イソディアソの戦士 も同様に非現実 的想像や病魔 と戦 ってい
たに違いない。
第5章 「火曜 日」 にはインデ ィア ンと白人の通商 の ことが書かれてい る。 ソ
ーロウは商人 ではない。商業に反対 の ソー ロウがrウ ォルデ ソ』 のなか で,商
業を意外に大 胆,冷 静,現 実的,冒 険的で飽 きない もの と書いているが,そ れ
は正義の通商だけを念頭 に置いていたか らであ る。18世紀の ニュー ・イングラ
ソ ドでは宗教 と戦 闘の計画 を打 ち砕いた もの として毛皮商人の ことをあげて,
ク ロムウエル とい う毛 皮商人 の話を ソーロウは引用 した。そ して,イ ンディア
ンと白人 との軍事 同盟 を結んだのは商業の長所だ とソーロウは言った。攻撃 し
て くるモホ ーク族(Mohawks)に 対 して英語で…警告 で きるイ ンディアンの話
も書いて,文 化 の綜合 は両側か ら進 んで くるとソー ロウは言った。
第6章 「水曜 日」では インデ ィア ンと白人の間の友情 の話 を ソーロウは書い
た。 野性社会 では友情は文明 とか キ リス ト教 とかに よって改善 できるよ うな
美徳 ではなか った。 ソーロウ兄弟は最 高の友情は毛皮商人 ヘ ン リー(Alexan-
derHenry)と彼の生命を救 った オジブウェー族(Ojibwa(y)=atribeof
AlgonquianIndians)のワワタム(Wawatam)との間 に見 られ ると言 った。
ワワタムの場合には友情は夢 には じまった。彼 は白い兄弟を夢に見た。 ミチ リ
マキナ ック(Michilimachinac)の大虐殺(1763)でヘ ンリーと他 の捕 虜達 は殺
され そ うになった。ヘ ン リーをは じめて見た ワワタムは兄弟分の約束 を して彼
を隠 した。多 くの労苦の末,ワ ワタムの家族 と一緒 にヘ ン リーは長い幸福 な冬
を楽 しんだ。これが 「ほ とん ど枯木で葉 もないが,花 も実 もある友情」の話 であ
る。 白人を助けた イソデ ィア ンの話は滅多にない。 「あ る男が友人だ とい うこ
とは敵 でないとい うこと以上 のものではない」 のであ り,こ れ こそが 厂自由で
責任を要求 しない」無償 の友情だ とい うのである。 もし,慈 悲 と助け合 いを気
にしは じめた ら友情は終 りである。 ソーロウは友人 として 「太平洋の水夫に発
見 されていない美 しい耶子 の島」 とい うイメージを使 った。彼 の詩"TheAt-
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lantides"のなかで友情を沈 んだ ア トランティス島に譬 えてい る。 ワワタムの
ゆ
名 は後 に も出て くる。 ソーロウはヘ ン リーをギ リシアの クセノフ ォンに譬 え,
その荒 削 りだが正確 な冒険談を国家 の原始時代 についての偉大 な詩であ る とま
で高 く評価 した。 そ して,白 人の無 知忘恩 を強調す るために碑文や書物 に残 る
有 名人 の リス トを ソー ロウは作 った。真 の愛 国者 の名は記録 には書かれてい な
いとソーロウは言いたか ったのであ る。イ ンデ ィアンは 自己信頼 の勇敢 な狩猟
人 とい う美徳を もつ と同時に残虐狡猾 とい う悪徳 をも っていた。彼等 は収獲が
あれば他人に分け るが,収 獲が なければ危険で信頼 できなか った。兄 ジ ョンに
対す る追悼文 とい う意味 で 「水曜 日」の章の約6割 は友情論 に 当 て られ て い
(る
。 『一週間』は出版迄 に約7年 もかか った。 ソーロウ兄弟は 自然 か ら遠 ざか
るこ とは堕落だ と感 じたか らイ ンデ ィアンの伝説 と風習 に強い愛着を抱いた の
であ った。
第7章 「木 曜 日」では模倣 と芸術 につ いて ソーロウは書 いた。 ここで は 自然
と芸術 の相違,天 才 と才能の相違 について書いてい る。 ゲーテの意見を借用 し
て,「 天才 とは創造者,霊 感 者,超 人であって探求 されていないこ とについて
完壁な作品を書け る者 である。芸 術家 とは天才 の作品を観察 して,そ のなかに
法則を発見す る人の ことである」 と ソーロウは書 いた。 この章 は雨 の朝 には じ
まってい る。 「自然界には人間 を傷つけ るために起 る ものはな く,地 震や雷や
嵐 でさ}xも例外ではない」 と言 って ソー ロウは雨を楽 しんだ。 ソーロウ達 は山
頂 アギオチ ュック(Agiochook)を目指 した。 この章 のなかで,「完壁な芸術作
品はいい意味 で野性的で 自然であ る」 とソー ロウは語 った。 イ ンデ ィア ソに関
しては,あ る程度 まで信頼で きる聞 き話 を紹介 してい るにす ぎない。兄 ジ ョン
と ワシン トン山に登 る途 中で開拓者の母 と呼ばれ るハ ンナ・ダス タン(Hannah
Dustan)の話 を聞いて,そ れを この章 のなかでか な り長 く書 いている。 ソー
ロウが書いた 内容は文学者 フィー ドラー(LeslieFiedler)やス ロ ッ トキ ン
(RichardSlotkin)の注 目を集めた とい うことであるか らこれが作 り話 だ とし
て も一読 に価 しよう。 ソーロウ兄弟はメ リマ ック河畔で露営 して満足 した。 ソ
ーロウに とっては,草 生い茂 り河 流 るる ところで平和に眠ることが 自然 との本
来的な関係 のは じま りであ った。
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最終 の第8章 厂金曜 日」 には詩 とそ の本来性につ いて書かれてい る。エマス
ン達 の ように ソーロウ も ア メ リ カ本来の詩 につ いて考 え ようとした と思われ
る。 イ ンデ ィアンは アメ リカの詩 に材料を提 供は したが,詩 の形式や内容を提
供す るこ とな く,彼 等は詩人 ではないとい う暗黙 の前提が一般にあ った。1840
年代 のオジブェ ー族の物語 の翻訳 に も とつ くロングフェロー(HenryWads-
worthLongfellow,1807-82)の「・・イア ワサ」("Hiawatha",1855)出版 に
よって彼等の詩についての研討が問題にな った。 こ うい うことを知 らなかった
ソー ロウは インデ ィア ンの詩 は野性的でホ ーマー風 のものに違いない と長 く信
じていた。身近な事実 以外は書物や話か ら得た知識を想像 力で修飾 していた ソ
ー ロウの インデ ィア ン論 には誤解が多い。
最近,イ ンデ ィア ン作家が注 目され るよ うになった。 カイオ ワ族(Kiowas)
の ママデ ィ(N.ScottMomaday,1934-)のr夜明けの家』(HouseMadeof
Dawn,1968)は始めて ピュー リッツア賞 を獲得 した。彼の父は カイオ ワ族 の
血 を,母 はチ ェロキー族 の血を引いてい る。彼は フェメス ・プェプロ(Jemez
Pueblo)のイ ンディアン居留地 で育ち,大 学 で講義を しなが ら作 品を書 いた。
彼に続いて次kと イソディアン作家 が輩 出 し,現 在では インデ ィア ン ・コース
を置いてい る大 学 もあ り,イ ンデ ィア ソの作品を載せ る雑誌 もある。 しか し,
彼等は独 自の宗教 を信 じ,単 純素朴す ぎるので実際に興味の対 象にな り得 るか
ど うか疑問である。 アメ リカ本来 の詩 を研究す るのに ソーロウはイ ンディアン
に頼 ることはで きず,自 分の僅か な観察 に よるか,正 誤を問わずに他 の詩人達
の意見か ら学ばなけれ ばな らなか った。結局,ソ ーロウは 自分 の本質 にあ る神
秘的 自然に立 ち帰った。それは風 に鳴 る葉音や穀物や葡萄の房 の向 う側にあ っ
た り,10月の夕陽のなかや空の色 のなかにあった りす るが,終 局的 には沈黙の
なかにあ った。沈黙は告典的,野 性的 であって,イ ンデ ィア ンの姿が想像のな
かに浮かんで くるので あった。 イ ンデ ィアンに思いを馳せる時 に ソーRウ は孤
独で瞑想に耽 るのであった。 これ が彼 に とっては最 も楽 しい遊 びであ った。 自
然 界は彼に遊び方 を教 えて くれた。錫杖を振 って修業 する ことは行者に とって
は最大 の楽 しみであろ う。 ソーロウを修験道の行者に比較 できる点が ここにあ








LandofVirginia,1590,・・リオ ッ トは イ ギ リ ス の 数 学 者 で 測 量 め た め にSirWalter
Raleighによ っ て ヴ ァ ー ジ ニ ア へ 派 遣 され 紀 行 文 を 書 い た 。
(3)ThomasMorton:NewEnglish(,anaan,1637,モ ー ト ソ は イ ギ リ ス の 冒 険 家 で
ア メ リ カ を 探 険 し,本 書 を オ ラ ン ダ で 印 刷 出 版 した 。 皮 肉 に 温 れ 偏 見 的 で 信 用 で き な











⑩KingPhilip'sWarは1675.6.20.に 勃 発 した イ ン デ ィ ア ソ5部 族 と 植 民 地 人 の 間
の 戦 争 でPhilipが 射 殺 さ れ て1676.8.12.に終 結 した 。
⑪ ア トラ ス の7星 プ レ ア デ ィ ス(ス パ ル 星 座)の こ とで,ア トラ ン テ ィス 島 は ジ ブ ラ
ル タ ル 海 峡 西 方 の 大 西 洋 上 に あ っ た と プ ラ ト ンが 言 っ た 楽 土 で,神 罰 を 受 け て 一 昼 夜
で 沈 ん だ と 言 わ れ る 大 き な 島 の こ とで あ る 。
⑫Xenophon434?-355?B.C.,ギ リ シ ア の 歴 史 家,哲 学 者,将 軍 。
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